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研究要旨 

⽣体肺移植は、脳死肺移植を待機できない重症患者に対する救命⼿段である。しかしながら、2 肺葉しか
移植されない⽣体肺移植では、肺⽔腫を伴う⼼不全が危惧される。そこで、肺⾼⾎圧症に対する⽣体肺移植
12 例と脳死肺移植 22 例を後ろ向き研究で⽐較した。⽣体肺移植群は脳死肺移植群に⽐べて、術前状態がよ
り悪く、平均肺動脈圧もより⾼かった。しかしながら、術後在院死亡率、⻑期予後には差がなかった。⽣体
肺移植は、肺⾼⾎圧症に対する有効な治療⼿段である。 
 
A. 研究背景と⽬的 
 ⽣体肺移植は、脳死肺移植を待機できない重症患者に対する救命⼿段である。2 肺葉しか移植されない⽣体
肺移植では、肺⽔腫を伴う⼼不全が危惧される。本研究の⽬的は、肺⾼⾎圧症に対する⽣体肺移植と脳死肺移
植の早期成績、⻑期成績を⽐較することである。 
 
B. 研究⽅法 
 2008 年から 2021 年までに京都⼤学で⾏った肺移植 279 例のうち、34 例の肺⾼⾎圧症患者を対象とし
た。⽣体肺移植を受けた 12 例と、脳死肺移植を受けた 22 例を後ろ向きに⽐較検討した。検討項⽬は、術前
因⼦（歩⾏可能の有無、WHO 分類など）、周術期因⼦（PGD、ECMO の使⽤、再⼿術、⼈⼯呼吸器期間、
ICU 期間、在院死）、および⻑期⽣存率とした。 
 
C. 研究結果 
術前因⼦では、⽣体肺移植群は脳死肺移植群に⽐べて、年齢が低く、⼩児例が多く、BMI が低く、歩けない

⼈が多く、WHO が悪く、より平均肺動脈圧が⾼かった。しかしながら、周術期因⼦には両群間で差がなか
った。また、⻑期⽣存率では、⽣体肺移植群 90.9%、脳死肺移植群 76.3%であり、有意差がなかった。ま
た、CLAD-free survival にも差がなかった。また、平均肺動脈圧の改善は、両群ともに著明であった。 
 
D. 考察 

⽣体肺移植は脳死肺移植に⽐べて、より重症患者に適応されるだけでなく、移植される肺グラフトのサイ
ズが⼩さく、術後の肺⽔腫は⼼不全が起こらないように、より慎重な集中治療管理が求められる。⼀⽅で、
虚⾎時間が短く、術前の肺障害のないグラフト肺を移植することができる。そのために、⽣体肺移植群と脳
死肺移植群に周術期因⼦に差がなかったのであろう。また、⻑期⽣存は、両群ともに良好であり、⽣体肺移
植が⻑期的にも有効であることが⽰された。 
 
E. 結論 

⽣体肺移植は、脳死肺移植が待機できない重症肺⾼⾎圧症患者に対する有効な治療⼿段である。 
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